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　マラルメの「不運』LθGuignohaは，詩集巻頭の挨拶の詩r礼』Salutの次
にくる詩であり，全体のほぼ四分の一が1862年，詩人二十歳の折に発表され，
その後二十数年を経て，今日われわれが観るような作品として現われたもので
ある。その完成された時期はぽっきりしないが，そこに経過した歳月にもかか
わらず，この奇妙な譜誰味にあぶれる詩は，マラルメの詩人としての出発点に
おける精神の境域と，その史的展望にかかわる意義をもっている。つまり，こ
の詩は，骸が述べるよう（2：たんに言寺人．芸術家の梱糟悩が主題となっ
ているだけではなく，それはあくまで前景のものであり，その背後には，マラ
ルメ固有の存在方式から観られた，前代のロマン派的芸術家のあり方，それも
ユゴー風の前進とネルヴァル流の破局に対する，マラルメの微苦笑をまじえた
皮肉が盛られている。
　　　　　　　　L。G。ig。ε忽
　　　　　　　　　　　I
Au　dessus　du　b6tail　ahuri　des　humains
Bondissaient　en　clart6s　les　sauvages　criniさres
Des　mendi6urs　d’azur　Ie　pied　dans　no島chemins．
　　　　　　　　　　II
Un　noir　vent　sur　leur　marche　6ploy6　p6ur　banniさres
　　　　　　　　　－1．一
La　fiagel】ait　de　froid　tel　jusque　dans　la　chair，
Qu’il　y　creusait　aussi　d’irritables　orniさres．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　III
Toujours　avec　1’espoir　de　rencontrer　Ia　mer，
11s　voyageaient　sans　pain，　sans　batons　et　sans　urnes，
Mordant　au　citron　d’or　de　I’id6al　amer．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV
La　plupar亡rala　dans　les　d6fil6s　nocturnes，
S’enivrant　du　bonheur　de　voir　couler　son　sang，
OMort　Ie　seul　baiser　aux　bouches　taciturnes！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　w　　　　；　、　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，V
Leur　d6faite，　c’Nst　par　un　ange　trさs　puissant
Debout　a　l’horizon　dans　le　nu　de　son　glaive：
Une　pourpre　se　caille　au　sein　reconnaissant．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VI
IIs　tettent　Ia　douleur　comme　ils　t6thient　Ie　reve
Et　quand　ils　Vont　rythmant　des　pleurs　voluptueux
Iイe．peuple　s’agenouille　et　leur　mさre　se　lさve．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VII
Ceux－la　sont　consol6s，　s血rs　et　majestueux；
Mais　trainent　a　leurs　pas　cent　frさres　qu’on　bafoue，
D6risoires　martyrs　de　hasards　tortueux．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VlII
Le　sel　parell　des　pleurs　ronge　leur　douce　joue，
11s　mangent　de　la　cendre　avec　le　m合me　amour，
Mais　vulgaire　ou　bouffon　Ie　desti皿qui　les　roue．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IX
IIs　pouvaient　exciter　aussi　comme　un　tambour
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　2　一
La　servile　piti6　des　races　a　vQix　ternes，
Egaux　de　Prom6th6e　a　qui　manque　ull　vautour！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X
Non，　vils　et　fr6quentant　Ies　d6serts　sans　citerne，
Ils　courent　sous　le　fouet　d’un　monarqロe　ragellr，
Le　Guignon，　dont　le　rire　inoui　les　prosterne．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XI・．
Amants，　il　saute　en　croupe　a　trois，1e　partageur！
Puis　Ie　torrent　franchi，　vous　plonge　en　une　mare
Et　laisse　un　bloc　boueux　du　blanc　couple　nageur，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XI重
Gr含ce　a　lui，　si　I’un　souffle　a．son　buccin　bizarre，
Des　enfants　nous　tordront　en　un　rire　obstin6
Qui，1e　poing．　a　Ieur　cu1，　singeront　sa　fanfare．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XIII
Grace　a　lui，　si　1’tine　orne　a　point　un　sein　fa116
Par　une　rose　qui　nubile　Ie　rallume，
De　la　bave　luira　sur　son　bouquet　damn6．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XIV
Et　ce　squele亡te　nain，　coiff6　d’Im　feutre　a　plt1me
Et　bott6，　dont　1’aisselle　a　pour　poils　vrais　des　vers，
Est　pour　eux　rinfini　de　la　vaste　amertume．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XV
Vex6s　ne　vont－iIs　pas　provoquer　le　pervers，
Leur　rapiさre　gringant　suit　le　rayon　de　lune
Qui　neige　en　sa　carcasse　et　qui　passe　au　travers．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XVI
D6so16s　sans　l’orgueil　qui　sacre　l’infortune，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　3　－　　　　　　　　　　　　’
Et　tristes　de　venger　leurs　os　de　coups　de　bec，
Ils　convoitent　la　haine，　au　lieu　de　la　rancune．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XVII
IIs　sont　ramusement　des　racleurs　de　rebec，
Des　mamユots，　des　putains　et　de　la　vieille　engeance
Des　loqueteux　dansant　quand　le　broc　est　a　sec．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XVIII
Les　poetes　bons　pour　1，aum6ne　ou　la　vengeance，
Ne　connaissant　le　mal　de　ces　dieux　effac合s，
Les　disent　ennuyeux　et　sans　intelligence．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XIX
‘‘ hls　peuvent　fuir　ayant　de　chaque　exploit　assez，
‘‘ bomme　un　vierge　cheval　6cume　de　tempete
‘‘ olut6t　que　de　partir　en　galops　cuirass6s．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XX
‘‘ mous　so伍erons　d，encens　le　vainqueur　dans　la　fete：
“Mais　eux，　pourquoi　n’endosser　pas，　ces　baladins，
‘‘ c，6carlate　haillon　hurlant　que　Pon　s’arrete！”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XXI
Quand　en　face　tous　leur　ont　crach61es　d6dains，
Nul　et　Ia　barbe　a　mots　bas　priant　le　tonnerre，
Ces　h6ros　exc6d6s・de　malaises　badins
Vont　ridiculement　se　pendre　au　r6verbさre。
　　まず，題名のく1e　guignon＞ほ普通には賭事や人生における不運のことであ
る。しかし，ここで非常に興味ぶかいのは，その語源のくguigner＞なる動詞
は，　「横目で視る」ことであり，そこから「不親切な見方をする」意味が生じ
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て，その語は「悪意のこもった眼指」という観念を喚起することになる。そこ
で，詩人のまことにユーモラスな眼のありかをそこに想定することができるの
である。
　1節，第一句の「人間どもの面喰った家畜のような群」には，すでに十九世
紀前半のロマン派の台頭によって，社会的な問題とさえなっていた芸術家丁一
ブルジヨワ
俗物の対抗関係が示ざれている。その群とは，『ロマンチスムの歴史』L’Histoire
du　Romantismeのなかで，ゴーチェが赤チkッキを着て挑戦した　「律気なゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）一ロワ」，あるいは，後の薬剤師オメなどの輩である。第ゴ句のくen　clart6s＞
はロマン派的景色とすれば，やはり月光の明りであり，複数を誇張的用法と考
えれば，その光景はいっそう鮮やかになってくる。また，それには，抽象的な
意味での明瞭さの性質が合まれるものとすれば，それは具体的な輪郭のみなら
ず内容も解りやすいことを意味している。〈1a　criniさre＞は馬やライオンなどの
たてがみであるが，また一般的に「ふさふさとした頭髪」の意味があり，それ
となくロマン派的芸術家の風貌を暗示しているようである。＜sauvages＞は
くanimaux　sauvages＞の意味と思われる。〈「azur＞なる語が，マラルメにとっ
て，’ 竭ﾎ的な理想を意味することはよく知られている。〈les　mendieur　d’azur＞，
シェレールによれば，〈ceux　qui　mendient　l’azur＞であり．，マラルメの名詞を
　　　　　　　　　　　（4）好む例として指摘されている。ところで，それはA版においては，〈1es　men－
diants＞となっていためであり，いずれにしても財下的な意味が感じられ，　XX
節の乞食への呼びかけにも通じるマラルメの皮肉な眼指が認められる。さらに，
この詩句には，ボードレールの「読者に」Au　Lecteurにおける詩人と乞食と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）の類縁関係が影響していると言われているが，マラルメにおいては，　「蒼天」
との結合によって，それは理想と現実とのはなはだしい隔絶を意味しているよ
うである。
　さて，ここに登場する「蒼天を乞い求める者たちの野獣のたてがみ」の存在
とは，いかなる者であろうか。まずそこには馬の明らかなる跳躍があり，そこ
から馬上の騎士のような姿が彷彿としてくる。彼らは「われわれの道筋」を駈
けて行った者たちであり，豊かな髪をなびかぜて，まことに颯爽とした姿に見
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える。たぶん，彼らはユゴーが先頭に立つロマン派と，それに続く者たちを暗
示している。それに，騎行の姿はとりわけユゴー自身にふさわしい。その「マ
ゼッパ」Ma2ePPaや「馬」hθChevalには，荒馬，または天馬にまたがって疾
走する詩人の姿が勇壮に歌い上げられている。とくに『マゼッパ』は，バイロ
ンや画家のブーランジェも扱った有名な主題であり，この詩句の発想源として，
かなり重要ではないかと思われる。ユゴーの作品は，荒馬に縛りつけられて追
放された不運なマゼッパが，広漠たる大自然のなかで多くの苦難に遭遇し，後
にコサックの王者となる様を描いたものであり，それに詩人とその栄光が重ね
　　　　　（6）て歌われている。
　II節，第一句，ロマン派的芸術家たちの旗印となるのは，　「黒い風」である
が，〈noir＞はまたユゴーが大変好んで用いた語であり，それは，闇，神秘，
　　　　　　　　　　　　　（7）悪，死などを喚起する言葉である。第二句のくla＞はく1eur　marche＞を受け
るものと思われ，〈flageller＞の答打ちは風から，また，彼らの背徳的なもの
への踏込みから類推され，その答打ちや彼らの行進から「わだち」も同様に連
想される。彼らの騎行の行手に，にわかに不吉な烈しい寒風が吹きつける。な
お，チポーデはくdes　orniさres＞を置き字，つまり韻のための不適当な語と看
　　　　（8）倣している。またくla　marche＞によって，次の詩節の歩行者の群が暗示され
ている。
　III節，第一句は平明ながら，美しい詩句である。「礼」では，未知の世界へ
の船出が詠まれているが，他方，この詩のV節あたりまでの場景は，かなり荒
涼とした山間の地を想はせるのであり，それだけに「海」への道程は遠く，彼
らの「希望」の壮大さと空しさとを感じさせる。第二句の〈1’urne＞は骨壷，ま
たは古代の水瓶であり，詩句の場合に普通は壺そのものを指す。チボーデはこ
　　　　　　　　　（9）の語も置き字としている。ところで，この詩句に見られる「パン」や「杖」，
それに「壺」となると，それはどこか中世的な巡礼者の姿を彷彿とさせ，それ
が冒頭の意気軒昂たる姿に比べて，すでに難行苦行にあえぐ者たちの姿を感じ
させる。第三句，　「苦い理想」と「金色のレモン」との対比によるこの詩句の
反語的な美しさは格別であり、，しかも・野性的な行為と崇高な理想が鮮やかに
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照応している。なお，それはネルヴァルの詩句の換骨奪胎によるもののようで
ある。
　　おまえは広大な柱廊のある寺院と，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）　　おまえの歯型が印された苦いレモンを覚えているか。
　IV節，ここは意味の上から，次のV節とかなり密接な関連がある。ところ
で，山間の隆路と戦闘，あるいは剣といった連想は，はなはだ常套的なもので
あるが，これらの絵画的な世界は，やはりユゴーの作品を思い出させるのであ
り，例えば，巨大な谷でキリスト教徒と異教徒が争うr峡谷」he　Ravinのよ
うな詩が挙げられる。第二句はその戦いに傷ついても陶酔している者の姿であ
ろう。そして第三句で，はやくも，彼らの旗印でもあった「死神」に見舞われ
ることになる。
　V節，「自らの剣の抜身の姿で，地平線に立ちはだかるまことに強力な天使」
とは，いかなる存在であろうか。それは，阻路のかなたに海，あるいは理想の
場所があるとして，そこへの侵入者をさえぎる番人のような存在，守護天使と
解される。しかしながら，さらにマラルメの世界から観ると，後の「エドガ
ー・ {ーの墓」五θTombeau　d’Edgar　Poeにおけるような，真の詩人のみが
作品の中に書きうる死と，現実の死によって，永遠のなかに位置づけられるそ
の栄光の姿ではないだろうか。ボーは「抜身の剣」でもって，　「その不可思議
な声のなかで死が凱歌を奏していたことを悟れずにいる，驚愕した自分の世紀
　　　　　（11）を出現させる」のである。なお，〈le　nu＞は，シェレールによれば，マラルメ特
　　　　　　　　　　　　　　　（12）有の形容詞を名詞化する用法である。第三句，＜une　pourpre＞はくse　cailler＞
「凝結する」という動詞からして，「深紅の血」であり，〈le　se呈n　reconnaissant＞
は「有難く思う心」である。すると，理想の芸術へとせきたてられている詩人
たちは，ともかくも自らの運命に感謝し，満足しているのであるが，まさにそ
の心そのもの，つまり心臓に，天使の一撃を受けることになる。この〈recon・
naissant＞には，マラルメの鋭い調刺が込められている。なお，　A，　B版におい
ては，　「彼らが敗北するならば，それは，剣をきらめかせて地平線を赤く染め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）る天使のせいによる。傲慢さが彼らの感謝の心を吹飛ばす」となっているが，
　　　　　　　　　　　　　　　－7　一
これは若年の自負心によるものであろうか。
　VI節，ここからは，そのような悲劇的な詩人たちの生残りの者，あるいは，
それに続く者たちの姿が描かれている。第一句，この対句の妙をえた詩句は，
ボードレールの詩句のやはり換骨奪胎によるものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）　　優しい牝狼のような苦悩の乳を吸う人々。
　ボードレールの詩句は優しい残酷さを秘めた美しい詩句であるが，マラルメ
の詩句には，現在と過去，苦悩と夢の対比が，母性的な優しさのなかに歌われ
ている。第二句，＜des　pleurs　voluptueux＞は「肉感的な涙」から，さらには
「快い涙」と読める。すると，例えばユゴーが『東方詩集」Les　Orientalesの
中で歌った異国的で劇的な落涙のことや，ミユッセの嘆きの歌，またラマルチ
ーヌの詩句なども思い出される。それに，〈ils　vont　lythmant＿．．，〉という継
続の強調も，むろん道行きの姿から出てくるのであるが，そのながながと調子
よくひびく詩作の有様には，どこかロマン派風のものが感じられ，マラルメの
詩作のあり方からははるかに遠い。第三句，それらの詩人たちはマラルメにょ
れば，民衆に大いなる姿で迎えられ，母親の出現をうながすものである。この
母親像は「快い涙」から想起される女性の姿であるがジここにロマン派にとっ
ての母親的存在，G・サンドの面影を観るのは，あまりに強引にすぎるであろ
うか。また，ボードレールの『祝福」Bgnedictionの冒頭では，詩人の母親の
呪誼が述べられるが．ここに，その文字通りの皮肉な祝福が与えられているの
かもしれない。
　VII節，第一句，今まで述べられてきた「その者たちは慰められ，自信をも
ち，威厳がある」。第二句，この詩は内容の上で，ここから次の局面に入り，
　『不運』の中心部をなす主題の奇怪な展開が始まる・というのは，かの者たち
は「その足下に，人々が嘲弄する百人の同胞を引連れている」。ここに現われ
た連中こそ，不運に翻弄される呪われた詩人の姿，世間から愚弄される哀れな
殉教者たちである。それらが百人とは，むろん有象無象を含めてのことであろ
　う。なお，＜d6risoire＞は，シェレールによれば，マラルメの好むく一〇ire＞
の語尾系の語で，荘重な音調とともに，スコラ的また教会的な雰囲気をかもし
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　（15）
だす。すると，以下の詩句にますます滑稽味を添えることになる。第三句，〈des
hasards　tortueux＞は「ひねくれた運勢」である。つまり，その実体が明らか
ではないのである。’
　VIII節，ここと次の詩節に描かれているのは，それら呪われた者たちの，ま
だ荘重な態度を持している，生真面目な姿である。第一句，〈1e　sel　pareil＞は
いかにもマラルメ的である。それは「性質によってそのものに似たような塩」
の意であろうか。すると，「涙の塩のようなもの」となる。この場合，＜pareil＞
によって塩の物質性はかなり緩和されるが，＜ronger＞を使った「柔和な頬をむ
しばむ」という表現には，対照的な苛烈さが表われている。なお，この詩句は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）ボードレールの「読者に」のものが類似の例として挙げられている。第二句，
「彼らは同じ熱情で灰を食べる」のであるが，それはみじめな境遇において，
相も変らぬその悲惨な芸術家的人隼への執着を物語るものであろう。この詩句
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）もボードレールの「祝福」の詩句をふまえたもののようである。第三句，とこ
ろが，そのような不運な境遇を苛酷なままに，つま『p真面目に引受けることは，
まさに車裂きの運命にも準えられるが，それが実はありふれたものか滑稽なも
のにすぎないのである。その理由は次の詩節の第三句で明らかにされる。
　IX節，第一句，ここには，〈pouvoir＞の半過去によって，実現されなかった
可能性が示されていて，「鼓手」には，はなはだ威勢のよい詩人の姿がうかが
われる。チボーデはこの詩句の歯音の畳韻が太鼓の二本の棒を導入すると述べ
　　（18）
ている。なお，内容の上でとくに関係があるとは思われないが，rfi　一”ドレール
の「不運」Le　Guignonにおいては，詩人の心は「陰にこもった太鼓」に準え
　　　　（19）
られている。第二句，そのような詩人として，彼らがそそったかもしれないの
は，「ひびきの鈍い声をした数世代の卑しい同情」であ．り，それは太鼓のよく
ひびく派手な音と皮肉な対照をなしている。なお，〈1a　racρ〉は〈1a　g6n6ratign，
1a　post6rit6＞の意味であろう。第三句，プロメテウスはロマン派以来，神に反
逆を企てる者としておなじみであるが，ここでは単に前節との関係から，苦悩
にさいなまれる者のことであろう。ところが，毎日肝をついばままれるそのプ
ロメテウスにも等しい詩人たちであるが，「禿鷹」，つまり苦悩の真の源泉をも
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っていないのである。すると，彼らの苦悩は気の毒なことに存在理由がなく，
まさに笑止なひとりよがりとなるのである。ところが，それを打消すかのよう
に，次の節で，その苦悩の源泉がまず怒りっぽい存在として姿を見せる。
　X節，ここから，恰もブリューゲルかゴヤの誠刺画のような，不運に見舞わ
　　　　　　　　　　　　（20）れる者たちのにぎやかな画面が繰り拡げられる。第一句，〈且on＞は禿鷹の不在
に対する否定である。彼らは下劣な人問であり，雨水溜もない砂漠にたびたび
出かける有様で，怒りっぽい帝王に答打たれて駆けまわっている。要するに，
彼らはオアシスもないような砂漠に無鉄砲にもしげしげと出入りしているが，
その原因は，彼らをびくびくさせ打ちのめす不運にさんざん翻弄されているが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）ためである。ここで，ボードレールのあの有名な詩句が思い出される。
　　はかない人間のいやしい群が，
　　あの無慈悲な首切人，，「快楽」に答打たれて，
　　奴隷の宴に悔恨を拾い集めに行く間に，
　　わが「苦しみ」よ，手を貸してこちらへおいで，彼らから
　　遠く離れて。
　そして，第三句で，擬人化された存在となった不運は，XIV節でまったく具
体的な姿を現わすのであり，それは「羽根つきのアェルトの帽子を被り，長靴
をはき，脇の下には，本物の毛の代りに，蛆虫を生やしている蟻入の骸骨」で
ある。
　このまことに奇怪な存在は何を意味するものであろうか。まず死の観念があ
り，「蛆虫」もしばしば墓に横たわる死体の付物として用いられる。しかしな
がら，それがフェルトの帽子と長靴のいでたちとなると，それはく死の舞踏〉
における骸骨よりもいっそう生の場に近い，剰軽な化物的存在である。マラル
メは不運というものの存在を殆ど真面目には考えていないようである。ところ
で，ボードレールがある機会に，次のようなことを述べている。「自由と宿命
とは二つの反対物である。それらを近くから，また遠くから観ると，ただひと
つの意味である。だから，不運というものは存在しない。もし諸君が不運であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）れば，それは何物かが欠けているからである」。これはいかにもボードレール
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の克己的な一面を告げている言葉であるが，マラルメの場合も，それを擬人化
する際に，怪物のような存在としてひとまず想定されてはいるが，XV節では，
あっさりともぬけの殻のような存在になってしまい，まさに，はかない幻のよ
うな存在でしかないのである。またその第三句では，それはく1e　pervers＞と
なっているが，＜mechant＞に近い邪悪な存在の意味であろう。
　XI節，そのような不運の存在はまず恋人たちのところに現われる。彼らは1
節の颯爽とした詩人たちのように，馬に乗って出かけているのに，そいつがい
きなり鞍の後の尻にまたがってくる。騎上の恋人たちと骸骨との取合せなど，
いかにも《死の舞踏〉の場面に出てきそうな光景であり，詩節全体のすばやい
動きによって，まことに滑稽な手に負えなさが感じられる。〈1e　partageur＞は
「財産の分割，共有，平等をやたらに称える」者であり，ここでは，分け前に
喜んで関ろうとする厄介者である。第二句の「急流」，「沼地」のロマン派的背
景のなかで，第三句の哀れをとどめる光景となる。「泳ぐ白装束の男女の一組」
において，＜blanc＞が名詞の前にあることをやはり積極的に評価すべきであろ
う。それはまず泥沼に対比される無垢の白であるが，さらには，「通常の効果
をもたらさない」という皮肉な意味が含まれている。それに，マラルメ的な女
性，あるいは愛の色調はけして白ではないと思われる。かくして，詩人たちの
一見したところは清純な，でもあだな愛は，道行きも束の間に，不運が介入し
たせいで，無惨な姿に変えられてしまう。なおB版では，恋人たちの姿はなく，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）詩人たちのなかの「尊大な泳ぎ手を泥だらけの狂入にする」となっている。
　XII節，ここでは一転して，陽気で野卑な光景が展開される。次の節ととも
に，一組の男女に仮託された詩人の，なんともしまりのない悲喜劇である。
〈le　buccin＞はn一マ時代の軍隊で用いられた痢夙であり，図版によれば大き
く湾曲して，どこか問の抜けたような感じを受ける。次の二句は動作が明快で，
悪童どもの仕草が滑稽味にあふれている。第一句の古拙な道具立によるおかし
さと相侯って，ユーモラスな笑に化している。この詩節のひなびた感じは，
XVII節の道化者たちの世界に通じるであろう。また，　r施物」Aum6neにおい
て，マラルメは施しをした乞食に同じような仕草を呼びかけて，詩作に対する
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　　　　　　　　　　　（24）譜誰的な眼指を投げている。
　XIII節，今度は恋人の方の痛ましく，また異様な場面となる。第一句の「萎
びた乳房」と第二句の「結婚適齢期の一輪の薔薇」との対比は，まさに冷酷に
老残の身を際立たせているが，それは，第三句の「罪作りな呪われた花束」の
上で光る「よだれ」によって，醜悪なままに死を近づけている。ここを一幅の
画面と観れば，ホルバインや，とりわけそれと同時代のバルドゥンク・グリー
ンが描く，寓意的なく死と乙女〉の主題の残酷なパロディのように思われる。
　XIV節，そこでいよいよ死の仮面をつけた不運の存在の登場となるのである。
第三句，「広漠たる苦悩の無限」は，意味するところはまことに遠大であるが，
＜vaste＞やく1’infini＞であまりにも誇張されすぎていて，彼らの苦悩はむし
ろ漠然としだものにしか感じられない。
　XV節，第一句，彼らは痛めつけられているのに，その邪悪な存在に挑もう
としないのである。第二句，＜le　rapiさre＞は半球形の鍔のある細身の剣で，そ
れが主に決闘にしか用いられないところから，財下的，嘲弄的な意味合いがあ
る。〈gringant＞はその長剣があちこちできしるような音を立てているのであろ
うが，さらには，ペンが紙の上で引掛かって生じる音の意味がある。＜suivre＞
はくpoursuivre＞の意であろう。第三句で再び不運の存在が現われるが，それ
はもはや骸骨そのものに他ならない。その空洞そのものの中に，月の光が雪の
ように降りそそぎ，律には何も残っていないのである。かくして，その詩入た
ちはかの邪悪な存在を剣，らまりぺγで突止めようとする代りに，苛立つよう
な音を立てるペンで，ひたすら月の光の方を追いかけているのである。しかも，
その月光は＜1e　rayon　de　lune＞と平凡な用語であり，けして高雅な意味を表
わすものとは思われない。この詩節はどこかドン・キホーテ的戯画を思わせる。
そして，これ以後，擬人化された不運は姿を消してしまうのである。
　XVI節，第一句，「不運を聖別する傲慢さもなく」とあるが，ではそのよう
な傲慢さを持合わせる詩人たちはいかなる存在であろうか。ここでまず何より
も，不運がくle　guignon＞．というおどけたような語ではなく，＜1’infortune＞と
いうごく普通の語に代っているのに留意すべきであり，従って，主題の次元は
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明らかに異なってくると思われる。すでにマラルメは幻のような不運にさまざ
まに愚弄される詩人たちの姿を，いたずらっぽい横目でながめてきたのである
が，そのような姿こそ，取りも直さず，詩人に固有の苦悩を詩作の源泉となし
えない詩人たちの戯画的な有様に他ならないのである。それに対して，ここに
さりげない語で現われた不運こそ，詩人の実際の不運，つまり詩作の不能によ
る真の苦悩を意味するものであろう。若年のマラルメはたえずその痛烈な不運
に見舞われていた。その初期詩篇，つまり「現代高踏詩集」Parnasse　contem－
Porain（1866）に収められたものの殆どが，「素白の苦しみ」にロ申吟する詩人
の，苦悩そのものが基調をなしている。しかしながら，マラルメはその不運を
見すえて，例えば「めぐりくる春」Renouveauや『鐘を撞く者」Le　Sonneur
のように，それを作品そのものに結晶させることができたのであり，そこに，
マラルメのひそかな自負心を看て取ることができるのである。第二句，「騰で
骨をつつかれる」のは，むろん先の禿鷹からの連想による。彼らの不運の原因
は明瞭に存在している。第三句，マラルメによれば，そのような不運に苦しめ
られる詩人も，遺恨を抱くと，XYIII節の「復讐にかなう詩人」になれる。と
ころが，彼らは内向する遺恨の代りに，外向的な憎しみを強く望む有様であ
る。
　XVII節，ここはまことに賑やかでおどけた光景である。彼らは，下手な三
弦胡弓弾．きや小僧っ子ども，遊び女，酒壺が空になっても踊ってみせる艦褄を
まとった古手の連中の，慰み者にふさわしい。この奇妙な連中の姿には，どこ
か中世風のものが感じられる。
　XVIII節，「施しにも復讐にもかなう詩人」，それは誰よりもユゴー自身に他
ならない。その「懲罰詩集」Les　C彫励2θ寵sは，ユゴーを追放したルイ・ナ
ポレオンに対する制裁の意志が，作品成立の契機となっている。それに，次の
XIX節とXX節第一句までの戒めの台詞は，いかにもユゴーを模したものの
ように思われる。さらに「施し」についても，ユゴーの人道主義的な弱者への
愛情のことが思い出されるが，ここに，それとなくボードレールやマラルメ自
身の姿が投影されている。ボードレールは作品にしばしば乞食を登場させたが，
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マラルメはまさに『施物」において，詩人そのものを乞食的存在の場に移して，
皮肉な問いかけを行なっている。そのような方法こそ，一種のサディスムによ
るものであり，それがとくにXX節の第二句から最後に及ぶマラルメの眼のあ
りかである。しかしながら，ここで，＜bon＞というもっとも平凡で曖昧な語に
とりわけ留意すべきである。マラルメはそのような詩人の場にすっかり身を寄
せるのではなく，それとの関わりをできるだけ曖昧にしておく必要がある。そ
うでないと，この詩の微苦笑の皮肉が生きてこないのである。なおB版では，
　　　　　　　　　　　　　（25）「復讐を奨める学識ある詩入たち」となっていて，最初は第三句の知能を欠く
者との対比だけであった。第二句，「そのような消え去った神々の苦痛」であ
るが，＜les　dieux＞は不運な詩人たちを階誰的に奉るものであろう。
　XIX節，第一句，〈de　chaque　exploit　assez＞は，「十分なそれぞれの手柄」
であるが，無論，功名をあげるほどのものではない。第工句の初心者の姿に対
応している。しかも，彼らは「逃げてもよろしい」のであるから，要するに，
実力不相応な無理を戒めているのであるが，そう告げている詩人への皮肉も感
じられる。第二句，「嵐で泡のように汗を吹く無垢な馬」，それはまったくうぶ
な若駒の姿であり，第三句のすでに胸甲をつけた古強者と対比されている。後
者はユゴーの姿に他ならない。
　XX節，第一句，「勝者」はむろん前節の「胸甲をつけた馬で，全速力で出陣
する」勇壮な詩人の姿から連想されるものである。冒頭の詩節を思い出させる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）のである。B版では，「狸猛な悪の熾天使にたてつく強者たち」となっていて，
悪魔との対抗が明確に述べられていた。次の二句では，苦悩を聖別する傲慢
さはなく，遺恨も抱かず，また戦闘にも殆ど適していない，途方に暮れた詩入
たちは，いよいよ乞食的な存在を勧められる。＜le　baladin＞は元来は幕合の踊
り手であったが，後に大道芸の道化者に成下る。「深紅の橿褄着」はその衣裳
であるが，＜6carlate＞はとくに枢機卿の衣の壮麗な色に結びつくはずである。
ところで，挿絵入り豪華本のようなこの作品には，実際は色彩が非常に少く，
画面は時代がかった版画のような印象を受ける。しかしながら，赤の色彩が時
として，くすんだような画面に強烈な効果を生み出している。それはIV節と
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V節を彩る血であり，XIII節の残酷な一輪の薔薇である。
　XXI節，＜tous＞について，チボーデはそれが唾を吐くことの擬音的なかす
　　　　　　　　　（27）かな意図を指摘している。第二句，「つぶやく口髭は雷鳴に祈りながら」，ここ
で，XVIII節の忘れ去られた神々の姿が呼び戻されている。＜le　tonnerre＞はむ
ろんユピテルのような存在であろう。第三句，＜ces　h6ros＞は英雄というより
は，神話上の半神であり，髭とか雷鳴の用語もどこか古代風のものがある。お
そらく，そのようなやり方で，マラルメは不運な詩入たちを歴史の彼方に典型
として位置づけ，最後にもう一度奉ったのである。なおB版では，「道化の不
　　　　　　　　　　　　　　（28）快に満たされたこのハムレットたち」となっている。マラルメはすでに1862年
のカザリス宛の最初の書簡で，何日間も続く無為の有様を告げながら，「自分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）の意気錆沈を理解できないお笑い者のハムレット」と述べている。
　最後の一句，それは薄幸の詩人たちの悲劇を，この上もない滑稽さのなかで，
鮮やかに浮き上らせている。ここにネルヴァルの自殺を観るのはやさしい。ネ
ルヴァルが1855年の厳寒のさなかで総死をとげたのは，パリの古燈街く1a　rue
Vieille　Lanteme＞においてであった。
　ここで若干の考察を行なうと，まずこの詩の成立に影響を与えたものとして，
ゴーチェの「暗夜』Ttinebresとボードレールの「不運』が指摘されている。
ゴーチェの作品は全66篇より成る同じテルザ・リマによる長詩であり，チボー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）デはこの詩がゴーチェの作品の続篇であり，対をなすものと看倣している。ゴ
ーチェの雄渾な筆が描く世界は，無名のままに死んだ詩人の現世における不運
であり，埋葬された死後における恐るべき空白，索莫たる無神論的死について
の，目まぐるしく展開される綺想である。そこには，たしかにゴーチェらしい
巨大な空想による笑いがあり，それが奇怪な皮肉を生み出していて，マラルメ
の作品とまったく類縁性がないわけではない。しかしながら，マラルメのこの
道化じみた苦味のきいた世界とは，いささか趣を異にすると思われる。また，
ボードレールの「不運』は八音綴のソネで，やはり薄幸の詩人の死を詠んだも
のであるが，簡潔な詩句の動きと相侯って，そこには，主題の重みにもかかわ
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らず，香気を放つような軽みが認められる。どちらも「不運」という主題への
影響だけのようである。
　これまで，この作品を一連の画面のように見てきたのであるが，さらにこの
詩を芝居仕立の，それも三幕の道化じみた悲喜劇と観ることもできる。しかも
その道化芝居たるや，登場人物たちの不合理で緩急の激しい動き，奇妙な道具
立てや背景など，どこか人形芝居のようなおかしさが付きまとっている。また，
この詩の決定稿において，多くの動詞が省かれたことをシェレールが指摘して
　　（31）
いるが，それは絵画的な世界へ作品を定着させると同時に，そこに現われる動
きはどこかぎくしゃくとしたものにならざるをえない。なお，グラン・ギニョ
ールという言葉でおなじみの〈1e　guignol＞は，＜1e　guignon＞と同じく，
＜guigner＞という動詞をその語源としている。
　まず第一幕はVII節までであり，とりわけ1節は前口上のごときものである。
そこには，いきなり愚かな民衆を脾睨する一群の芸術家たちが現われる。そし
て，II節以下の「黒」を基調としながら事物の対比を強調するやり方や，ま
ことに荘重な全体の動きなど，明らかにユゴーの世界を横目にすえて書いたも
のであろう。もっとも，最初にV節まで発表された時には，たんなる模作で，
とくに譜誰的な意図はなかったのかもしれない。若き日のマラルメのユゴーへ
　　　　　　　　　　　　　（32）の傾倒はまことに明らかである。しかしながら，海へ向うその一群の芸術家た
ちへのマラルメ自身の関与は，その部分が全体として絵画的，客観的な描写に
終始していることはさて措いても，II，　III節の動詞は半過去，　IV節は単純過去
であり，しかも，彼らの進路は「われわれの道筋」として一般化され，かなり
漠然としたものになっている。さらにB版では，彼らは「われわれの道筋に迷
　　　（33）いこんで」いたのであり，マラルメは路上でむしろその一行を眺めていたかの
ようである。また，IV節の自己の死に陶酔する者の姿など，いかにもロマン派
風のものを思わしめ，マラルメ自身の死の観念とはけして相容れないものであ
る。この道行の場はV節で絶対的な詩の守護天使が行手をさえぎって終る。
　それに続く二節は，まさに前場の時代がかった悲劇に対して，軽快な場面と
なり，VI節で民衆が脆座し，詩人たちの母親が立上るところなど，拍手した
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くなるような頬笑ましさがある。しかしながら，ここの転回はかなり唐突なも
のに思われ，形式としては結びの一句を欠いて不完全であったが，この詩は最
初V節までしか書かれなかったものと考えられる。だから，それを書き継いだ
時点で，この詩におけるマラルメの皮肉な眼の位置が定まったと思われ，それ
以後の詩句の展開によって，V節までの荘重な世界が，相対的に譜誰味をおび
てくるのである。そして，VII節の第三句で，「愚弄される殉教者たち」によっ
て，第二幕の登場人物たちを暗示して幕となる。
　第二幕はVIII節からXIV節までであろう。この部分こそ，おそらくマラル
メが最も意を注いだところと思われる。そこには，制作の年代ははっきりしな
いけれども，それまでの詩人のさまざまな読書が反映しているはずである。し
かし，・それを詳らかにすることはできないので，ここで，丁不運」の擬人化さ
れた存在について，はなはだ恣意的な想像を述べることにする。
　すでに述べたように，このくle　guignon＞なる語は語源的にも，類語の面か
らも，道化じみた譜誰味を合んでいるが，それは音声の上でもユーモラスな感
じを与える。そして，ここに描かれた光景は，全体として，まさに題名から想
像されるユーモアが基調をなしている。VIII節とIX節は，重みのある生真面
目なユーモアであり，X節とXII節は咲笑をもたらすユーモアであり，他の三
節は，それこそ苦渋に満ちた黒いユーモアであろう。すると，その黒いユーモ
アそのもののXIV節に現われう「不運」の姿，そこに発想の源として，『夏の
夜の夢』AMidsummer－Night’s　Dreamの変幻自在の剥軽者，妖精パックの
姿が認められないだろうか。その第三幕第一場で，パックはおのれの存在を陽
気に歌う。
　　さあて追いかけごっこが始まるぞ，
　　沼かけ川かけ叢かけてえっさっさ，
　　きりきり舞いのひとまわり，
　　おいらは化けるぞ犬や馬，
　　豚にも首なし熊にも鬼火にも
　　あそこで噺く，ここでは吠える，
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　　喩りもすれば燃えもする，
　　　　　　　　　　　（34）　　馬でもなんでも化け放題。
　しかも，この妖精は闇と亡者どもの世界に住んでいる。「いよいよ丑満時だ。
今こそ，口をあんぐりあけたどの墓場からも，亡者どもが出て来て会堂の方へ
と歩いてゆく頃だ。天と地と地下を支配する魔神の馬車に従い，太陽の光を避
け夢のように暗闇の後を追うてゆくおれたち妖精が浮かれ遊ぶ時が今こそやっ
　　（35）
て来た」（第五幕第一場）。かくして，XV節で「不運」の存在は，月光に照ら
し出されて，あっさりと形骸だけになってしまうのである。
　第三幕ここでは，不運な詩入たちについての，マラルメのかなり辛辣な皮
肉が展開されている。まず，マラルメの精神がよりどころとしているまことの
ありかは，XVI節第一句の「不運を聖別する傲慢さ」だけであろう。だから，
「憎しみ」も「遺恨」もマラルメの本意にはかかわりのないことである。さら
にXVIII節について，マラルメの立場がはなはだ曖昧なものであることを述べ
たが，それはサディスム＝マゾヒスムの苦い原理によるものである。つまり，
哀れな乞食への嘲笑は，そのままマラルメ自身に跳返るしかけになっていて，
自らの存在への，たっぷりと苦味のきいた皮肉となる。だから，主体と客体の
間は融通無擬でなければならない。
　このサディスム＝マゾヒスムの恐るべき関係については，すでに多くのこと
が述べられていて，かなり周知のものであるが，それはプランによって，ボー
　　　　　　　　　　　　　　　　（36）ドレールにっいて明瞭に述べられている。この同時に他殺と自殺を願望した詩
人は，まさしく「われとわが身を罰する者」であり，皮肉の道徳的な力を鋭く
作品に反映させた詩人である。そして，マラルメがこの作品で用いたのも，そ
れと同じ視点であり，同じ効果である。しかしながら，マラルメには，ボード
レールに観られる死刑執行人の，悪魔的な姿は殆ど感じられない。そこに描か
れるのは，だらしがなくて苦笑いをもよおさせるような連中であり，しかも，
どこかに鷹揚な有様が感じられる。そこに，マラルメの調刺というよりはユー
モアに傾く資性を観ることができる。
　これまで，この作品でさまざまな存在を強いられた詩人たちは，勇ましく出
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陣したり，あるいは，苦悩の源泉を欠ぐかと，たとえあらてもその実体がよく
解らずじまいであったり，また乞食的な存在が似つかわしいものであったりす
るが，いずれにしても，外在的な状況に翻弄されていて，室内に閉じこもるマ
ラルメの求心的な生き方とはまったく相反するものである。おそらく，彼らは
ロマン派的芸術家の存在方式を暗示するものであり，同時にマラルメ自身のそ
のような資質にかかわるものでもあろう。だから，この詩の真の主題は詩人の
存在方式そのものに他ならないのである。そして，たとえ室内に閉じこもって
いても，「自分の意気鎗沈を理解できないお笑い者のハムレット」では，やは
り不運に愚弄される存在にすぎないであろう。，なお，ハムレットの姿が決定稿
で排除されたのは，せっかくのおどけた調子が沈んでしまうことを考慮しての
ことと思われる。
　ところで，その意気鎖沈，つまり詩作の不能を主題とした初期の詩に，「鐘
を撞く者」があり，そこでは，先人の詩句の借用に疲れ果てた詩人は，最後に
首をくくる運命にあることが述べられていて，まさにこの「不運』の最終句に
呼応している。おそらく，詩作の不能からの自殺は，若年のマラルメの固定観
念、となっていたようであり，かくして，その自殺とそれに至る存在方式の一切
とに，たっぷりと皮肉を含ませて，マラルメは自らの精神を危地から防護しよ
うとしたのである。それがこの作品の契機をなす，いわば解毒剤的な効用であ
る。しかも，マラルメ独自の皮肉な眼指によって，内容の重苦しさとはうらは
らに，殆どつねに奇妙な滑稽さがつきまとい，それが，最後のくridiculement＞
という長々とつづく副詞によって，嘲笑の後の苦痛へと転化する極点に至って
いるのである。
散文試訳
　われわれの道筋を通った，蒼天を乞い求める者たちの野獣のたてがみが，人
間どもの面喰った家畜のような群の上で，，月光を浴びて躍動していた。
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彼らが進むと，いくつもの旗印として，暗黒の風が拡がり，寒気が肉に喰込
むばかりに彼らの歩行を苔打ち，ひりひりさせるわだちを刻みつけるほどであ
った。
　たえず海に出会いたいと望みながら，彼らはパンも杖も壼も持たずに，苦い
理想の金色のレモンを噛みながら，旅をつづけていた。
　大部分の者が，自分の血が流れるのを見て有頂天になりながら，闇夜の隆路
で，死の喘鳴を発した。おお，「死神」よ，彼らの黙々とした口への，おまえ
がただひとつの口づけだ。
彼らが敗北したのは，抜身の剣の姿で地平線に立ちはだかる，まことに強力
な天使によるのである。一点の深紅の血が有難く思っている胸に凝結している。
　彼らはかつて夢の乳を吸っていたように，いまも苦悩の乳を吸っている。そ
して，彼らが快感を催させる涙の拍子をとりつづけると，民衆はひざまずき，
彼らの母親が立上る。
　その連中は慰められ，自信をもち，威厳がある。ところが，自分たちの足下
に，人々が嘲弄する百人の同胞を引連れている。ひねくれた運勢のもの笑いに
なる殉教者たちだ。
　涙の塩のようなものが彼らの柔和な頬をむしばみ，彼らは同じ熱情で灰を食
べている。しかし，彼らを車裂きにしている運命は，ありふれたものか，滑稽
なものなのである。
彼らはまた鼓手のように，ひびきの鈍い声の数世代の卑しい同情をそそって
もよかったのだ。プロメテウスにも等しい者たちだが，身に禿鷹を欠いてい
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る。
　そんなことはない。下劣で，雨水溜もない砂漠をしげしげと訪れる彼らは，
怒りっぽい帝王に苔打たれて駈けずりまわっている。それが「不運」という御
仁で，その未聞の笑に，彼らは平伏している。
恋人たちよ，分前好きなその御仁が鞍の後の尻に飛乗ってくると，三人掛け
と相成るのだ。それから，急流を跳越えると，お前たちを沼に沈め，泳いでい
る白装束の男女一組を，泥だらけのひとかたまりに残し去る。
　その御仁のおかげで，男の方が奇妙な古ラッパを吹くと，子供らが尻にこぶ
しを当て，吹奏楽の猿真似をやって，われわれを腹の皮がよじれるくらいしつ
こく笑わせるだろう。
　その御仁のおかげで，女の方が情熱をまた掻きたてる結婚適齢期の一輪の薔
薇で，萎びた乳房をうまい具合に飾り立てると，その罪つくりな花束の上に，
よだれが光ることだろう。
　そして，羽根飾り付のフェルト帽をかぶり，長靴をはき，腋の下には，本物
の毛の代りに蛆虫を生やしているこの簸人の骸骨が，彼らにとって，広漠たる
苦悩の無限のものなのだ。
　彼らはいじめられても，その邪悪な者に挑もうとはせず，がりがりと音を立
てるその細い剣は月の光を追いかけるが，月光は骸骨の中に雪と降りそそぎ，
それを貫いているばかりだ。
　不運を聖別する傲慢さはなく，悲歎に暮れ，自分たちの骨が暁でつつかれて
いるのに，仕返しをするのも気が沈み，彼らは遺恨の代りに，憎しみを切望す
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る始末だ。
　彼らは下手な三弦胡弓弾きや子僧っ子ども，遊び女や，酒壼が空になっても
踊りつづける櫨褄をまとった古手の連中などの，慰み者である。
施しにも復讐にもかなう詩人たちは，そのような消え去った神々の苦痛を知
らないで，彼らを，うんざりさせる知能を欠いた連中だと云っている。
　「胸甲をっけた馬で全速力で出陣するよりもむしろ，嵐に会うと泡のように
汗を吹く無垢な馬のように，各々が十分な手柄を立てて逃げることもできるの
だが。
　われわれは祝宴で勝者にたらふく香を浴びせてやるつもりだ。だが，彼ら，
その大道の道化者たちは，なぜく立止まってくれ〉と叫びながら，排色の濫襖
着をまとおうとしないのか」。
　皆が顔面に軽蔑の唾を吐きかけた時には，何の値打ちもない，髭だらけの口
が雷鳴にぶつぶつ祈っているそれらの半神たちは，おどけ者の不快さにくたく
たに疲れ果てて，
ばかげたことに，街灯で首を吊りに行く。
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